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編

輯

後

記

　

第
六
十
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
前
年
度
卒
業
論
文
を
元
に

し
た
論
稿
に
加
え
、
過
年
度
卒
業
生
か
ら
も
投
稿
が
あ
り
、
教
員
執
筆
を
加

え
て
計
七
本
の
論
文
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誌
面
充
実
は
大
変
喜

ば
し
い
一
方
、
相
変
わ
ら
ず
悩
ま
し
い
の
は
費
用
の
問
題
で
す
。
本
号
刊
行

に
向
け
て
は
、
本
年
三
月
を
以
て
他
大
学
に
転
出
さ
れ
た
本
学
元
教
員
・
中

井
賢
一
氏
か
ら
二
万
円
の
御
寄
附
を
戴
き
ま
し
た
。
有
難
く
活
用
し
た
旨
、

茲
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
つ
づ
き
会
員
の
皆
様
に

は
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
誌
は
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
員
が
編
輯
し
、
同

日
本
語
日
本
文
学
会
に
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
本
会
は
同
学
科
教
員
・
在
学

生
（
大
学
院
生
含
む
）
と
卒
業
生
の
有
志
を
会
員
と
し
、
年
会
費
と
し
て
教

員
・
一
般
は
二
千
円
・
学
生
（
院
生
含
む
）
は
千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。（
在

学
生
分
は
入
学
当
初
に
一
括
徴
収
）

　

寄
稿
は
会
費
を
納
入
し
て
い
る
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
・

会
員
資
格
の
有
無
（
会
費
納
入
状
況
）
が
分
か
ら
な
い
場
合
等
は
、
熊
本
県

立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ｇ
）

「
国
文
研
究
」　
第
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号
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月
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発
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熊
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県
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語
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文
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〇
号

印
刷　

㈱
啓
文
社

　
　
　
　

〇
九
六
―
三
六
八
―
八
一
〇
〇



田
上　

莉
子　
　

本
学
卒
業
生

影
山
日
好
梨　
　

本
学
卒
業
生

大
島　

明
秀　
　

本
学
准
教
授

村
橋　

真
由　
　

本
学
卒
業
生

牛
島
千
絵
美　
　

本
学
卒
業
生

菅
原　

一
希　
　

本
学
卒
業
生

内
田　

来
樹　
　

本
学
卒
業
生

執
筆
者
紹
介




